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Ⅰ．決算の概要

〔連結損益〕 （単位：百万円）
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増 減当連結会計年度前連結会計年度
科 目

増減率金額構成比金 額構成比金 額

2.6%1,120100.0%44,758100.0%43,638売上高

1.8%64280.8%36,18681.5%35,544売上原価

9.6%53413.6%6,10012.8%5,565販売費・一般管理費

△2.2%△565.5%2,4715.8%2,528営業利益

△84.2%△3220.2%600.9%383営業外収支

△13.0%△3795.7%2,5326.7%2,912経常利益

△7.0%△1494.4%1,9844.9%2,133
親会社株主に帰属する
当期純利益

≪売 上 高≫
半導体などの部品供給の改善に加え、グローバルでの生産体制及び供給体制の強化に取り組んだ結果、サプ
ライチェーンが改善されました。上期は自動車・産業機器用製品などの分野において顧客における需要が想定
よりも堅調に推移しました。下期は上期で進んだ受注残の解消の影響や、顧客における在庫調整の影響、さら
には中国市場の低迷の影響が出てきております。年間を通じては、北米自動車産業での需要の回復や為替の
影響も加わった事により、前年を上回り、当初計画をほぼ達成いたしました。

≪ 利 益 ≫
上期は自動車・産業機器用製品などの分野において顧客における需要が想定よりも堅調に推移しました。下期
は顧客における在庫調整の影響、中国市場の低迷の影響、さらには北米市場におけるペソ高による為替変動
の影響、自動車産業での需要回復によるメキシコ工場での材料調達遅れによる生産性悪化等の影響が利益を
圧迫いたしました。年間を通じては、原価低減活動、物流費の削減、さらには材料価格上昇分への対応として製
品価格の改定に継続的に取り組んできましたが、営業利益は2,471百万円（前期比2.2％減）、経常利益は2,532
百万円（前期比13.0％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は1,984百万円（前期比7.0％減）となり、前年を
下回りました。

2023年2月3日
公表した当初
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≪日 本≫ 
上期は自動車・産業機器用製品などの分野において顧客における需要が想定よりも堅調に推移しました。下期は
上期で進んだ受注残の解消の影響や、顧客における在庫調整の動きなども出てきております。年間を通じては、
環境関連市場での新規開拓による施策なども進めた結果、売上高は前年を若干上回る25,212百万円（前期比3.5％
増）となりました。利益面でも、上期は自動車・産業機器用製品などの分野において顧客における需要が想定よりも
堅調に推移しました。年間を通じては、環境関連市場での新規開拓、物流費の削減、さらには材料価格上昇分への
対応として、製品価格の改定に継続的に取り組んだ結果、営業利益は1,534百万円（前期比29.9％増）となりました。

≪欧 米≫
半導体不足による影響も緩和され、北米における自動車産業での需要が回復傾向にあることや、欧州での空調用
ハーネスの需要が好調に推移したこと、さらには為替影響も加わり、売上高は12,653百万円（前期比17.9％増）とな
りました。利益面では、製品価格の改定に継続的に取り組んできましたが、下期において、北米市場におけるペソ
高による為替変動の影響、自動車産業での需要回復によるメキシコ工場での材料調達遅れによる生産性悪化等
が影響した結果、営業利益は83百万円（前期比53.7％減）となりました。

≪アジア≫
上期で進んだ受注残の解消の影響に加え、中国市場の低迷及び顧客における生産調整などにより、アジアの
売上高は6,892百万円（前期比19.3％減）となりました。利益面では、主に中国市場での売上高の減少に伴い、
営業利益は875百万円 （前期比24.9％減）となりました。
中国市場の低迷の影響は、今後も一定期間は継続することが懸念されております。



部門別売上高
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≪ワイヤーハーネス部門≫

上期は自動車・産業機器用製品などの分野において顧客における需要が想定よりも堅調に推移しました。

下期は上期で進んだ受注残の解消の影響や、顧客における在庫調整の影響、さらには中国市場の低迷の

影響が出てきております。年間を通じては、北米自動車産業での需要の回復や為替の影響も加わり、売上

高は前年及び当初計画を上回る31,755百万円（前期比4.4％増）となりました。

≪ハーネス加工用機械・部品部門≫

半導体不足による影響も緩和され、自動車産業での需要も堅調に推移し、売上高は前年を上回りましたが、

顧客の在庫調整などにより当初計画を下回る売上高6,823百万円（前期比3.5％増）となりました。

≪電線部門≫

日本国内での産業機器向け電線の需要が堅調に推移したことや、銅価格の上昇もあり、売上高は当初

計画は下回りましたが、前年を上回る3,313百万円（前期比1.0％増）となりました。

≪新エネルギー部門≫

新エネルギー分野での新規システム開発、環境関連システム製品等の新規開拓などの施策を進めてきま

し たが、従来型の製品の需要が低迷し、前年は下回りましたが、当初計画を上回る売上高2,865百万円

（前期比14.5％減）となりました。

※売上合計のうち環境関連売上： 4,868百万円

ワイヤーハーネスの主な製品別売上高

6

ONAMBA CO.,LTD.

7,373 7,110

3,831

2,387

1,403

9,133

7,353

4,268

1,846
1,348

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

自動車用 産業機器用 白物家電用 照明用 事務機器用
前連結会計年度 当連結会計年度

（百万円）

≪自動車用分野≫

中国市場の低迷の影響が出てきてましたが、北米自動車産業での需要の回復により、グローバルでの生産

体制及び供給体制の強化に取り組んだ結果、9,133百万円（前期比1,759百万円、23.9％増)となりました。

≪産業機器分野≫

上期は産業機器用製品の需要が堅調に推移しましたが、下期は中国市場の低迷及び顧客における生産

調整の影響が出てきております。年間を通じては、製品開発・新規開拓の促進に取り組んだ結果、7,353

百万円（前期比242百万円、3.4％増)となりました。

≪白物家電用分野≫

欧州での空調用ﾊｰﾈｽの需要が好調に推移したことにより4,268百万円（前期比437百万円、11.4％増)となり

ました。



売上高の増減
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【主な増加要因】

≪ 自動車用分野 ≫

中国市場の低迷の影響が出てきてましたが、北米自動車産業での需要の回復により、グローバルでの生産

体制及び供給体制の強化に取り組んだ結果、9,133百万円（前期比1,759百万円、23.9％増)となりました。

≪白物家電用分野≫

欧州での空調用ﾊｰﾈｽの需要が好調に推移したことにより4,268百万円（前期比437百万円、11.4％増)となり

ました。

≪ 産業機器分野 ≫

上期は産業機器用製品の需要が堅調に推移しましたが、下期は中国市場の低迷及び顧客における生産

調整の影響が出てきております。年間を通じては、製品開発・新規開拓の促進に取り組んだ結果、7,353

百万円（前期比242百万円、3.4％増)となりました。

前連結会計年度比（単位：百万円）

ワイヤーハーネス

固定資産投資

〇有形固定資産取得額 ９６３百万円

【主な投資内訳】

《建 物》

・北米子会社のメキシコ工場 ３０５百万円

(賃貸利用していた建物を購入)

《生産設備》 ２７８百万円

・日本子会社の電線製造設備 １３７百万円

・中国子会社のハーネス加工用機械・部品の製造設備 ７１百万円

・日本子会社のハーネス加工用機械・部品の製造設備 ７０百万円
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連結財政状態（主要な科目）
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増 減
2023年12月末2022年12月末

科 目
構成比金 額構成比金 額

△75172.0%26,70574.5%27,457流動資産

1,32317.5%6,50114.0%5,178（現金及び預金）

△2,23027.3%10,13333.5%12,363（受取手形、売掛金及び契約資産）

5124.8%9,19924.8%9,148（棚卸資産）

95228.0%10,36925.5%9,417固定資産

1,09819.6%7,27616.8%6,177（有形固定資産）

201100.0%37,075100.0%36,874資産合計

△2,08136.7%13,60742.5%15,689負債

△1,22517.8%6,59221.2%7,818（支払手形及び買掛金）

△1,3749.1%3,36312.8%4,737（有利子負債）

2,28263.3%23,46857.5%21,185純資産

201100.0%37,075100.0%36,874負債・純資産合計

（単位：百万円）

≪総 資 産≫
資産合計は、37,075百万円（前期末比201百万円増）となりました。主に、現金及び預金が1,323百万円及び
有形固定資産が1,098百万円増加いたしましたが、受取手形、売掛金及び契約資産が2,230百万円減少いた
しました。

≪自己資本比率≫
自己資本は22,920百万円（前期末比2,331百万円増）となり、自己資本比率は55.8％から61.8％（前期末比
6.0％増）となりました。

2,33061.8%22,92055.8%20,589自己資本

キャッシュ・フローの状況
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≪営業活動によるキャッシュ・フロー≫

営業活動によるキャッシュ・フローは、4,449百万円の収入となりました。主に、税金等調整前当期純利益
2,530百万円、減価償却費908百万円、売上債権の減少2,633百万円及び仕入債務の減少1,508百万円に
よるものであります。

≪投資活動によるキャッシュ・フロー≫

投資活動によるキャッシュ・フローは、1,022百万円の支出となりました。主に、有形固定資産の取得による
支出963百万円、投資有価証券の取得による支出119百万円及び投資有価証券の売却による収入99百万
円によるものであります。

≪財務活動によるキャッシュ・フロー≫

財務活動によるキャッシュ・フローは、2,511百万円の支出となりました。主に、長期借入金の調達1,110百万
円、長期借入金の返済による支出1,600百万円、短期借入金の純増減額1,508百万円の減少及び配当金の
支払額365百万円によるものであります。



Ⅱ．２０２３年１２月期のトピックス

１．新製品開発・開拓の推進

・成長分野（環境/自動車/産業機器/情報通信等）での新規受注で事業拡大

-政府GX推進戦略による脱炭素先行地域にE&E-Solution®システムの納入開始

-グローバルでの空調機器用ワイヤーハーネスの更なる受注・納入拡大

-EVバッテリー用自動車部品の納入拡大

２．ものづくり改革の推進

・国内生産拠点の拡充強化（関東地区、山陰地区）

・品質/生産性向上へ向けたAI画像認識検査装置導入による検査自動化

３．経営基盤の見直し強化

・業務プロセス改革／IT基盤構築のプロジェクト推進

・２０２４年5月本社移転（予定）に向けた、移転プロジェクト（ORB２４）の推進

-現本社ビル（本館・別館）の売却決定

ONAMBA CO.,LTD.
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Ⅲ．２０２４年１２月期の業績予想

１．連結損益予想 （単位：百万円）

２．製品別売上予想 （単位：百万円）

３．配当金の状況
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増 減２０２４年１２月期（予想）２０２３年１２月期（実績）

１，２４２４６，０００４４，７５８売 上 高

２９２，５００２，４７１営 業 利 益

△３２２，５００２，５３２経 常 利 益

１，０１６３，０００１，９８４
親会社株主に帰属する
当期純利益

(注) 2024年12月(予想) 本社ビル及び別館の土地建物譲渡益 1,654百万円(税引き前)を含む

合 計期 末第2四半期末

４１円２７円１４円2023年12月期

６２円２２円４０円202４年12月期(予想)

(注) 2024年12月(予想) 中間配当金の内訳 普通配当２０円、特別配当２０円

増 減２０２４年１２月期（予想）２０２３年１２月期（実績）

３４２，９００２，８６５新 エ ネ ル ギ ー

８４４３２，６００３１，７５５ワ イ ヤ ー ハ ー ネ ス

１８６３，５００３，３１３電 線

１７６７，０００６，８２３ハーネス加工用機械・部品

１，２４２４６，０００４４，７５８合 計



13


